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２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
が
「
核

兵
器
使
用
」
ま
で
ほ
の
め
か

し
な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
攻
撃･

侵
攻
を
始
め
ま

し
た
。
「
個
別
的
自
衛
権
」

「
集
団
的
自
衛
権
」
「
人
道

的
介
入
」
な
ど
に
言
及
し
、

独
立
を
一
方
的
に
承
認
し
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
地
域
の

平
和
を
守
る
と
い
う
口
実
に
。

21
世
紀
の
今
日
こ
ん
な
こ
と

が
許
さ
れ
る
の
か
。
世
界
中

の
人
た
ち
が
心
を
痛
め
、
憤
っ
て
い
ま
す
。

今
も
ロ
シ
ア
国
内
か
ら
首
都
キ
エ
フ
を
は
じ

め
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
に
ミ
サ
イ
ル
が
撃
ち
込

ま
れ
、
北
・
東
・
南
か
ら
地
上
軍
が
侵
攻
し

て
い
ま
す
。
「
武
力
行
使
禁
止
原
則
を
謳
っ

た
国
連
憲
章
の
蹂
躙
で
す
▼
ロ
シ
ア
の
行
為

は
明
確
に
国
連
憲
章
違
反
で
す
。
批
判
が
世

界
中
か
ら
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
国
連
で

は
80
か
国
が
共
同
で
非
難
決
議
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
（
中
国
・
イ
ン
ド
・
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
合
が
棄
権
。
ロ
シ
ア
の
拒
否
権
で
否
決
。

ロ
シ
ア
の
拒
否
権
行
使
に
対
し
51
か
国
が
批

判
の
共
同
声
明
を
出
し
て
い
る
）
。
ロ
シ
ア

国
内
か
ら
全
世
界
の
各
地
で
抗
議
行
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
▼
い
ま
こ
そ
憲
法
９
条
を

持
つ
日
本
が
役
割
を
大
い
に
発
揮
す
べ
き
時

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
が
日
米
の

外
相
・
国
務
長
官
は
、
中
国
の
動
き
を
口
実

に
「
日
米
同
盟
の
抑
止
力
・
対
処
力
が
不
可

欠
」
と
の
共
通
認
識
の
一
致
を
見
た
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
軍
事
に
軍
事
で
対
応
す

る
こ
と
ほ
ど
危
険
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
▼

日
本
の
草
の
根
か
ら
大
い
に
声
を
上
げ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
も
講
師
を
務
め
る
年

金
組
合
支
部
の
「
憲
法
学
習
会
」
で
抗
議
決

議
を
提
案
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
も
）

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
対
し
、
県
内
の
日
本
共
産
党

支
部
、
石
田
真
優
参
院
選
挙
区
候

補
、
民
主
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
宣
伝

に
出
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
28
日

に
は
、
香
川
民
医
連
が
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
宣
伝
し
ま
し
た
。

そ
し
て
党
本
部
は
25
日
、
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
断
固
糾
弾
す
る
。

ロ
シ
ア
は
軍
事
作
戦
を
直
ち
に
中

止
を
」
の
緊
急
声
明
を
出
し
ま
し

た
。
声
明
は
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
じ
め
各
大
使
館
に
送
付
さ

れ
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
で

す
。ロ

シ
ア
は
24

日
、
一
方
的
に

「
独
立
」
を
承
認
し
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
東
部
地
域
に
ロ
シ
ア
軍
を
侵

入
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
各
地
の
軍
事
施
設
、
キ
エ
フ
、

オ
デ
ュ
ッ
サ
な
ど
へ
の
攻
撃
を
始

め
た
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主

権
と
領
土
を
侵
し
、
国
連
憲
章
、

国
際
法
を
踏
み
に
じ
る
、
ま
ぎ
れ

も
な
い
侵
略
行
為
で
あ
り
断
固
糾

弾
す
る
。
直
ち
に
軍
事
行
動
を
や

め
、
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
。
国
際
社
会
が
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
反
対
の
一
点
で

団
結
し
、
侵
略
を
や
め
る
こ
と
を

呼
び
掛
け
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
同
日
の
演

説
で
、
今
回
の
軍
事
行
動
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
東
部
の
「
要
請
」
を
受
け

た
も
の
で
「
国
連
憲
章
51
条
の
集

団
的
自
衛
権
」
だ
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
的
に
「
独
立
」
を

認
め
た
地
域
・
集
団
と
の
「
集
団

的
自
衛
権
」
な
ど
あ
り
え
ず
、
国

際
法
上
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
暴

論
で
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
こ
の
侵

略
行
為
に
当
た
っ
て
、
ロ
シ
ア
が

核
兵
器
大
国
で
あ
る
こ
と
を
誇
示

し
、
欧
米
の
批
判
や
制
裁
の
動
き

に
対
抗
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

核
兵
器
で
世
界
の
諸
国
を
威
嚇
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
世
界
に

お
い
て
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
怒
り
を
込
め
て
糾
弾

す
る
。

日
本
共
産
党
東
部
地
区
委
員
会

と
高
松
市
議
団
は
24
日
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
か

ら
市
民
の
命
と
健
康
・
暮
ら
し
を

守
る
緊
急
申
し
入
れ
」
を
市
に
対

し
て
行
い
ま
し
た
。

田
辺
健
一
地
区
委
員
長
、
岡
田

ま
な
み
、
藤
沢
や
よ
い
両
市
議
と
、

個
人
事
業
者
ら
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

申
し
入
れ
は
▽
無
料
検
査
体
制

の
徹
底
な
ど
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染

拡
大
を
防
ぐ
対
策
▽
感
染
者
、
濃

厚
接
触
者
へ
の
【
２
面
に
つ
づ
く
】

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
侵
略

相
次
ぐ
糾
弾
行
動

参院選挙区に石田氏
日本共産党香川県委員会は

２日、県常任委員の石田真優

氏（40）を参院選香川選挙区

に擁立すると発表しました。

県議団事務局、常任委員や県

青年学生対策部長などを担っ

てきました。

石田氏は「民青の県委員長

として活動もして、青年自身が政治に苦しめられて

いる実態を知り、また、政治は変わらないと思って

いる人に政治は変えられることを伝えたい。原発再

稼働反対の金曜行動は10年間毎週とりくみ、原発廃

炉、再生可能エネルギーへの転換の必要性を痛感し

た。その中で市民運動の連帯も作ってきた。比例で

党の５議席を確保するためにも、私も頑張りたい」

と話しました。（記者会見の様子は次週に詳細）

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
支
援
強
化
を

高
松
市
議
団

東
部
地
区
委
員
会

香
川
県
の
民
青
同
盟
は

24
日
、
高
松
市
で
学
生
へ

の
食
料
支
援
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

会
場
に
は
、
有
志
か
ら
提

供
さ
れ
た
乾
麺
や
レ
ト
ル
ト

品
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
日

用
品
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

友
人
と
取
り
に
来
た
男
子

学
生
（

20
）
は
「
飲
食
店

の
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
が
、

時
短
要
請
に
よ
り
シ
フ
ト
が

減
っ
て
い
ま
す
。
生
活
費
は

自
分
の
稼
ぎ
だ
け
な
の
で
厳

し
い
。
シ
フ
ト
が
減
っ
て
ど

う
賄
っ
て
い
け
る
か
で
す
」

と
話
し
、
取
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
は
授

業
を
受
け
た
気
が
し
な
い
。

ず
っ
と
家
に
い
る
」
「
的
外

れ
な
コ
ロ
ナ
対
策
に
気
が
し

れ
な
い
」
な
ど
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

３
月
の
金
曜
行
動
は
、
４

11
、

18
、

25
の
各
日
に
い

つ
も
通
り
行
わ
れ
ま
す
。
百

貨
店
前
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
行
っ

た
後
、

四
国
電

力
本
店

前
で
有

志
と
と

も
に
廃

炉
へ
の
思
い
を
訴
え
ま
す
。

様
々
な
横
断
幕
や
プ
ラ
ス
タ
ー

が
登
場
し
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
の
３
・

11
は

11
年
前
と
同
じ
金
曜
日
で

す
。
原
発
を
な
く
す
香
川
の

会
は
、
脱
原
発
ア
ク
シ
ョ
ン

の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
Ｊ

Ｒ
高
松
駅
前
で
集
会
を
開
く

予
定
で
す
。
具
体
的
内
容
は

未
定
で
す
。
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全
世
界
の
市
民
と
政
府
の

抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ

シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の

二
つ
の
地
域
の
「
独
立
」
承

認
と
ロ
シ
ア
軍
派
兵
を
強
行

し
、
24
日
に
は
キ
エ
フ
を
は

じ
め
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
地
へ
の

軍
事
攻
撃
を
開
始
し
た
。
こ

れ
は
明
白
な
侵
略
行
為
で
あ

る
。
他
国
の
領
土
を
奪
い
、

軍
事
侵
攻
を
開
始
す
る
と
い

う
蛮
行
で
あ
り
、
国
際
法
も

国
連
憲
章
も
踏
み
に
じ
る
暴

挙
で
あ
る
。
紛
争
の
終
結
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
が

訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

今
回
の
テ
ー
マ
は
【
ウ

ク
ラ
イ
ナ
】
を
。

『
隊
長
ブ
ー
リ
バ
』

（
62
・
米
）
。

１
６

世
紀

初
頭
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
が
勢
力
を
拡
大

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
迫
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
危
機

感
を
抱
い
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
王
は
、
ブ
ー
リ
バ
率

い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に

「
ト
ル
コ
軍
を
撃
退
す

れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

ス
テ
ッ
プ
を
与
え
る
」

と
約
束
し
、
ブ
ー
リ
バ

た
ち
は
こ
れ
に
応
え
ト

ル
コ
軍
を
撃
退
し
た
。
し
か

し
約
束
は
守
ら
れ
ず
、
ブ
ー

リ
バ
た
ち
は
土
地
を
追
わ
れ

て
し
ま
う
。

『
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
』

（
25
・
ソ
連
）
。
１
９
０
５

年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
オ
デ
ッ

サ
軍
港
に
あ
る
ロ
シ
ア
黒
海

艦
隊
の
巡
洋
艦
で
出
さ
れ
た

う
じ
虫
入
り
の
ス
ー
プ
が
、

水
兵
た
ち
の
暴
動
を
引
き
起

こ
す
。
ひ
い
て
は
ロ
シ
ア
革

命
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

『
ひ
ま
わ
り
』
（
70
・
伊
・

仏
・
ソ
・
米
）
。
戦
争
で
引

き
裂
か
れ
た
男
女
の
悲
劇
。

出
征
し
て
帰
ら
ぬ
夫
を
探
し

て
単
身
ソ
連
に
渡
っ
た
妻
が

見
た
も
の
は
…
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
撮
影
さ
れ
た
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
の
地
平
線
に
ま
で
及

ぶ
画
面
一
面
の
ひ
ま
わ
り
畑

は
映
画
史
に
残
る
名
シ
ー
ン

と
し
て
語
り
草
に
。

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ク
ラ
イ
シ

ス
』
（
19
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
。

２
０
１
４
年
に
起
き
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
紛
争
に
参
加
し
た
義

勇
兵
た
ち
の
悲
劇
を
描
い
た

物
語
。

『
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン

弾
き
』
。
ロ
シ
ア
革
命
前
夜

の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
を
背
景
に
、

ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ユ
ダ

ヤ
人
一
家

の
生
活
を

描
い
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
地

方
の
小
村

に
暮
ら
す

テ
ビ
エ
。

彼
は
牛
乳
屋
を
営
み
、
妻
と

５
人
の
娘
に
囲
ま
れ
、
つ
つ

ま
し
い
が
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ

て
い
た
。
あ
る
日
、
長
女
に

結
婚
話
が
舞
い
込
む
。
し
か

し
、
彼
女
に
は
仕
立
屋
の
恋

人
が
い
た
。
ま
た
、
次
女
は

革
命
を
夢
見
る
学
生
闘
士
を

追
っ
て
シ
ベ
リ
ア
へ
発
ち
、

さ
ら
に
三
女
は
ロ
シ
ア
青
年

と
駆
け
落
ち
し
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
中
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
国

外
追
放
が
始
ま
る
…
。

ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権

の
こ
れ
ら
の
横
暴
は
、
ス
タ
ー

リ
ン
時
代
の
覇
権
主
義
の
復

活
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
は
、
武
力
に
よ
る
侵
攻
を

即
刻
中
止
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

東
部
の
「
独
立
」
承
認
を
撤

回
す
べ
き
で
あ
る
。

各
国
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
主
権
尊
重
の

原
則
に
立
っ
た
外

交
努
力
を
急
ぐ
よ

う
呼
び
掛
け
る
と

と
も
に
、
岸
田
政

権
が
紛
争
の
速
や

か
な
解
決
に
向
け

て
尽
力
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

梁
居
来
夢

テーマ【ウクライナ】
｢屋根の上のバイオリン弾き｣(71･米

【監督】ノーマン・ジュイスン

【出演】トポル ノーマ・クレーン

ハリー･ライムの映画案内

コ
ロ
ナ
禍
学
生
支
援

３
月
の
金
曜
行
動


